
                        

                        

                        
堀
之
内
は
大
き
く
北
部
と
南
部
に
分
か
れ
、

南
部
の
堀
之
内
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
区
域

内
と
な
り
開
発
が
進
ん
だ
の
に
対
し
、
北
部
は

度
重
な
る
開
発
の
話
に
さ
ら
さ
れ
な
が
ら
も
、

昔
な
が
ら
の
里
山
と
谷
戸
田
の
風
景
を
残
し

て
い
る
。
早
く
か
ら
酪
農
も
盛
ん
で
、
現
在
で

も
数
件
の
酪
農
家
が
あ
る
。
発
掘
調
査
に
よ
れ

ば
、
今
か
ら
約
五
千
年
前
の
縄
文
中
期
、
堀
之

内
の
こ
の
地
区
で
は
最
大
の
集
落
が
営
ま
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。
堀
之
内
地
区

は
大
栗
川
流
域
を
支
配
す
る
中
核
的
な
存
在

と
し
て
、
竪
穴
住
居
跡
が
確
認
さ
れ
な
が
ら

も
、
徐
々
に
丘
陵
が
削
ら
れ
、
住
宅
地
が
拡
大

し
て
い
る
。
し
か
し
、
台
地
下
の
泥
炭
層
か
ら

は
植
物
の
化
石
も
た
く
さ
ん
発
見
さ
れ
て
い

る
。
今
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
豊

か
な
森
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
。 

鈴木牧場 
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◇
散
歩
の
み
ど
こ
ろ 

 

京
王
相
模
原
線
の
堀
之
内
駅
か
ら
、
北

側
の
界
隈
凡
そ
五
㎞
の
行
程
。 

 

駅
北
口
か
ら
道
路
を
渡
る
と
南
八
幡
宮

で
あ
る
。
神
社
か
ら
都
道
百
五
十
五
号
線

に
出
て
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
通
り
、
大
栗
川
、

野
猿
街
道
を
横
切
る
。
ト
ン
ネ
ル
の
手
前

が
北
八
幡
神
社
で
あ
る
。
更
に
北
へ
歩
く

と
酪
農
を
営
む
家
々
が
見
え
て
く
る
。
牛

舎
を
見
な
が
ら
、
山
裾
の
道
を
東
へ
歩
く
。

酒
飲
み
地
蔵
の
あ
る
阿
弥
陀
堂
。
そ
の
先

に
は
里
山
を
保
存
し
た
堀
之
内
寺
沢
里
山

公
園
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
更
に
、
野
道

を
東
南
方
面
へ
歩
く
と
保
井
寺
に
着
く
。 

新
撰
組
隊
士
の
墓
に
詣
で
て
、
住
宅
地
の

中
を
東
へ
。
少
し
歩
い
て
、
北
へ
向
か
い

愛
宕
神
社
の
参
道
を
登
る
。
参
拝
を
終
え
、

途
中
炭
焼
き
小
屋
を
見
な
が
ら
野
猿
街
道

を
南
下
す
る
。
大
栗
川
の
馬
場
橋
と
新
道

橋
の
間
の
洗
馬
川
公
園
、
引
切
公
園
を
見

て
、
番
場
公
園
で
小
休
止
。
そ
し
て
大
栗

川
の
辺
り
を
歩
き
、
京
王
線
堀
之
内
駅
付

近
で
解
散
。 

①
京
王
堀
之
内
駅 

 
 

 
 

 
 

堀
之
内
三
❘
二
十
四
❘
四 

昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
五
月
二

十
一
日
開
業
し
た
。
当
初
の
計
画
で
は
、

堀
之
内
に
駅
を
置
く
計
画
は
な
か
っ
た
が
、

住
民
の
度
重
な
る
嘆
願
の
結
果
、
設
置
が

決
ま
っ
た
。
こ
こ
は
由
木
平
と
呼
ば
れ
て

い
て
、
建
設
工
事
中
人
骨
が
多
数
出
土
し
、

殺
人
事
件
か
と
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
。
や
が
て
縄
文
、
弥
生
時
代
の
人

骨
と
判
明
し
、
古
く
か
ら
人
が
暮
ら
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
駅
名
も
堀
之
内

に
す
る
か
、
別
所
に
す
る
か
、
か
な
り
も

め
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
結
局
堀
之
内
に
な

っ
た
が
、
京
浜
急
行
の
堀
之
内
と
区
別
す

る
た
め
、
京
王
堀
之
内
と
な
っ
た
。
橋
本

ま
で
延
長
さ
れ
、
横
浜
線
と
接
続
し
た
の

は
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
三
月
三
十
日

の
こ
と
で
あ
る
。 

    

              

②
堀
之
内
の

南
八
幡
宮 堀

之
内
三
―
二
九 

祭
神 

応
神
天
皇
（
お
お
じ
ん
て
ん
の
う
） 

社
宝 

寛
永
六
年
、
明
歴
三
年
、
宝
永
七 

年
、
安
永
三
年
の
棟
札
四
枚 

例
祭 

八
月
三
十
日 

寛
永
六
年
（
一
六
二
九
）
十
月
十
三
日
、

井
草
小
田
肥
後
守
、
横
倉
伊
予
守
の
両
人

が
小
田
野
源
太
左
衛
門
の
援
助
に
よ
り
社

京王堀之内駅 



2 
 

殿
を
創
建
し
た
。
明
歴
三
年
（
一
六
五
七
）

四
月
、
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
四
月
と

安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
四
月
に
造
営
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
十
六
年
に
本
殿
覆
屋

並
び
に
拝
殿
を
再
建
し
た
。 

境
内
裏
に
は
笠
付
き
角
塔
の
「
大
乗
妙

典
千
部
塔
」
が
あ
る
。
正
面
に
は
「
天
下

泰
平 

行
者 

奉
納 

大
乗
妙
典
日
本
回

国 

国
土
安
全 

佐
平
次
」
右
面
に
は
「
時 

寛
政
十
一
年 

己
末
十
一
月
吉
日
」
左
面

に
は
「
武
州
多
摩
郡
堀
之
内
村 
施
主 

村
野
佐
次
右
衛
門
」
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
参
拝
順
路
入
口
の
右
側
に
火
袋

が
付
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
「
秋
葉
大
権

現
」
と
刻
ま
れ
た
角
塔
が
あ
る
。
右
面
に

「
嘉
永□

年
三
月
吉
日
」
、
左
面
に
は
「
武

州
多
摩
郡
堀
之
内
村
・
・
・
・
江
戸
麹
町

三
丁
目 

山
下
栄
蔵
」
と
あ
る
が
判
読
で

き
な
い
。 

 
     

                        

                      
南八幡宮本殿 

笠付き角塔の大乗妙典千部塔 
写真 左面  千部塔  右面 

南八幡宮鳥居 

秋葉大権現 
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③
大
栗

お
お
ぐ
り

川が

わ 
 

柚
木
地
区
鑓
水
の
御
殿
峠
を
水
源
と
し
、

東
に
流
れ
、
多
摩
市
に
入
り
多
摩
川
に
注

ぐ
。
流
長
十
五
・
九
㎞
、
流
域
二
十
五
・

六
㎢
。
大
庫
裡
川
と
も
書
く
。
上
流
は
鑓

水
川
と
も
い
う
。
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
計

画
地
域
の
北
側
を
流
れ
、
支
流
と
と
も
に

柚
木
地
区
全
域
の
水
を
集
め
て
い
る
。
大

栗
川
の
ほ
ぼ
全
域
に
渡
っ
て
河
川
改
修
工

事
が
終
わ
っ
て
い
る
。
名
の
起
こ
り
と
し

て
は
、
次
の
様
な
説
が
あ
る
。 

 

そ
の
昔
、
今
の
百
草
園
あ
た
り
に
源
氏

縁
の
真
慈
悲
寺
と
い
う
寺
が
あ
っ
た
。
廃

寺
と
な
り
、
幻
の
寺
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、

こ
の
寺
の
庫
裡
の
付
近
に
豊
富
な
湧
水
が

あ
り
、
こ
の
流
れ
を
大
庫
裡
川
と
名
付
け

た
と
い
う
。
や
が
て
、
大
庫
裡
が
大
栗
に

変
っ
た
と
い
う
説
。 

ま
た
別
説
で
は
、
大
栗
川
流
域
に
は
栗

林
が
多
く
、
秋
に
な
る
と
地
面
に
落
ち
た

栗
が
風
雨
で
川
に
落
ち
、
上
流
か
ら
沢
山

流
れ
て
来
た
か
ら
付
い
た
と
も
い
う
。 

           

④
堀
之
内
の

北
八
幡
神
社 

堀
之
内
二
―
八 

祭
神 
誉
田
別
尊 

（
ほ
ん
だ
わ
け
の
み
こ
と
） 

社
宝 

木
造
御
神
像
一
体 

例
祭 

八
月
三
十
日 

創
建
年
代
は
不
明
だ
が
滝
山
城
主
大
石

定
久
の
孫
、
大
石
宗
虎
が
奉
斎
し
た
と
も

い
わ
れ
る
。
ま
た
、
井
上
七
兵
衛
と
い
う

者
が
木
曾
義
仲
公
追
善
の
た
め
社
殿
を
東

北
（
鬼
門
）
に
向
け
て
建
立
し
た
と
の
伝

承
も
あ
る
。 

慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）
社
領
九
石
三

斗
を
受
け
て
い
た
。
昭
和
三
十
七
年
（
一

九
六
二
）
八
月
覆
屋
を
修
理
し
社
殿
を
造

営
。
境
内
に
は
「
文
政
六
未
十
二
月
」（
一

八
二
三
）
と
刻
ま
れ
た
常
夜
燈
と
「
文
政

十
二 

四
月
」（
一
八
二
九
）
と
年
号
の
刻

ま
れ
た
二
基
の
常
夜
燈
と
三
基
の
船
形
地

蔵
が
祠
に
祀
ら
れ
て
い
る
、
ま
ん
中
の
地

蔵
が
「
安
永
二 

癸
已 

霜
月
」（
一
七
七

三
）
、
右
の
地
蔵
は
「
寛
保
四
年 

子
歳
正

月
」
（
一
七
四
四
）
と
刻
ま
れ
て
い
た
が
、

左
側
の
地
蔵
の
文
字
は
判
読
で
き
な
い
。 

            

北八幡神社入口 

大 栗 川 
左 太田川  右 大栗川 
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北八幡神社鳥居 新旧の鳥居  中央は本殿 

本 殿 

左右の常夜燈 

舟形地蔵尊全景  
 

舟形地蔵尊 
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●
縄
文
時
代 

北
八
幡
神
社
か
ら
東
を
望
む
と
眼
前
に

巨
大
な
マ
ン
シ
ョ
ン
が
見
え
る
。
こ
の
下

に
は
、
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
№
七
二
遺
跡

が
埋
ま
っ
て
い
る
。
平
成
十
二
年
（
二
〇

〇
〇
）
に
発
掘
さ
れ
た
。
縄
文
中
期
の
勝

坂
式
土
器
（
相
模
原
市
下
溝
口
）
や
、
六

十
㎏
も
あ
る
巨
大
な
石
棒
が
出
土
し
て
い

る
。
竪
穴
の
数
は
、
重
複
し
て
い
る
が
、

二
百
六
十
余
り
が
確
認
さ
れ
た
。
青
森
の

三
内
丸
山
遺
跡
で
も
、
二
百
余
と
い
わ
れ

て
い
る
。
縄
文
中
期
の
集
落
が
こ
こ
に
あ

っ
た
証
で
あ
る
。
今
は
小
さ
な
縄
文
公
園

と
な
っ
て
い
る
。 

        

⑤
鈴
木
牧
場 

 
 

 
 

 
 

八
王
子
市
堀
之
内
八
六
二 

多
摩
地
区
で
酪
農
が
始
ま
っ
た
の
は
、 

明
治
四
十
年
代
、
由
木
の
井
草
甫
三
郎
（
ほ

さ
ぶ
ろ
う
）
と
い
う
青
年
が
、
千
葉
か
ら

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
を
こ
の
地
に
導
入
し
た

の
が
始
ま
り
だ
と
い
う
。
現
在
、
堀
之
内

地
区
に
は
井
上
家
、
鈴
木
家
、
萩
生
田
家

の
三
軒
が
あ
る
。
鈴
木
牧
場
で
は
、
東
京

酪
農
組
合
を
通
じ
て
茅
ヶ
崎
の
明
治
乳
業

へ
、
一
日
五
百
㎏
も
の
牛
乳
を
出
荷
し
て

い
る
。
こ
の
地
区
は
多
摩
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

十
九
住
区
と
呼
ば
れ
、
当
時
の
美
濃
部
都

知
事
は
酪
農
も
含
め
て
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

化
す
る
と
宣
言
し
た
。
し
か
し
、
酪
農
家

が
住
む
地
区
だ
け
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
化
が
な

さ
れ
ず
、
貴
重
な
里
山
が
残
る
こ
と
に
な

っ
た
。
当
時
こ
の
地
区
に
は
十
一
軒
の
酪

農
家
が
あ
っ
た
。 

現
在
、
鈴
木
牧
場
は
「

YUGI 
MURA 

Farm 

お

っ
さ
ん
牧
場
」
と
統
合
し
、
酪
農
は
縮
小

傾
向
に
あ
る
。 

                       

縄文中期の居住跡 
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⑥
龍
生
寺
・

阿
弥
陀
堂 堀

之
内
六
一
八 

通
称
地
蔵
堂
。
境
内
に
あ
る
宝
篋
印
塔

に
は
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
他
、
一
遍
上

人
の
名
が
刻
さ
れ
「
寺
沢
、
引
切
念
仏
講

中 

文
政
十
二
已
丑
八
月
吉
日
」
と
あ
る
。

こ
の
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
は
一
遍

上
人
没
後
五
百
四
十
年
忌
に
あ
た
り
、
年

の
干
支
を
同
じ
く
す
る
。
碑
面
に
は
、「
寛

政
八
丙
辰
年
」
（
一
七
九
六
）
と
刻
ま
れ
、

ほ
か
に
「
信
州
高
遠 

石
工 

團
蔵
」
と

あ
る
。
八
王
子
市
文
化
財
指
定
。 

龍
生
寺
と
阿
弥
陀
堂
に
つ
い
て
の
詳
し

い
由
来
や
記
録
は
な
い
。
伝
え
に
よ
る
と

江
戸
中
期
の
寛
政
年
間
（
一
七
八
九
～
一

八
〇
一
）
土
地
の
鈴
木
與
五
兵
衛
な
る
者

が
道
端
に
倒
れ
て
い
る
旅
人
を
み
つ
け
手

当
を
し
た
。
そ
の
旅
人
は
江
戸
の
大
棚
の

主
人
だ
っ
た
。
主
人
は
救
っ
て
も
ら
っ
た

お
礼
に
與
五
兵
衛
の
土
地
に
阿
弥
陀
堂
を

建
立
し
た
。
與
五
兵
衛
は
阿
弥
陀
堂
を
龍

生
寺
と
改
め
崇
拝
し
た
。
小
さ
な
お
堂
の

廻
り
は
数
々
の
石
造
物
で
囲
ま
れ
、
宝
篋

印
塔
、
法
華
経
一
千
部
供
養
塔
、
石
灯
籠

な
ど
が
集
落
の
念
仏
講
中
の
人
た
ち
に
よ

っ
て
守
り
続
け
ら
れ
て
い
る
。
境
内
で
目

を
引
く
の
は
、
笠
を
被
っ
た
等
身
大
の
「
酒

飲
み
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
る
鈴
木
與
五
兵
衛

坐
像
だ
。
高
さ
二
百
九
十
㎝
の
砂
岩
製
で
、

基
礎
を
高
く
造
る
江
戸
中
期
頃
の
様
式
を

よ
く
伝
え
て
い
る
。
酒
飲
み
地
蔵
と
い
わ

れ
る
由
縁
に
は
諸
説
あ
る
が
、
与
五
兵
衛

は
阿
弥
陀
堂
が
で
き
る
前
は
大
酒
飲
み
で
、

そ
れ
を
改
め
ら
れ
る
よ
う
に
と
の
願
い
を

込
め
て
建
て
ら
れ
た
と
い
う
言
い
伝
え
が

路傍にある双体道祖神 
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あ
る
。 

                       

 

●
酒
飲
み
地
蔵 

阿
弥
陀
堂
の
周
り
に
は
丸
彫
り
の
立
像
、

坐
像
、
舟
形
浮
彫
り
も
含
め
て
、
四
十
一

体
の
地
蔵
が
あ
る
。
阿
弥
陀
堂
の
四
面
に

六
地
蔵
に
な
る
よ
う
に
、
配
置
し
た
よ
う

だ
。
六
地
蔵
と
は
、
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、

修
羅
、
人
間
、
天
井
の
六
道
す
べ
て
に
い

る
人
を
救
っ
て
く
れ
る
地
蔵
で
あ
る
。
こ

の
阿
弥
陀
堂
の
前
に
は
、
二
・
五
ｍ
の
大

き
な
地
蔵
菩
薩
が
あ
る
。
笠
を
か
ぶ
っ
て

い
る
が
、
笠
は
後
か
ら
置
か
れ
た
も
の
で

あ
る
。
石
材
は
伊
奈
石
の
よ
う
で
あ
る
。

優
し
い
お
顔
が
印
象
的
。
酒
飲
み
地
蔵
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
そ
う
古
い

こ
と
で
は
な
い
ら
し
い
。
近
く
の
鈴
木
氏

の
話
で
は
、
松
木
の
井
草
家
か
ら
嫁
い
で

き
た
祖
母
が
、
こ
の
お
地
蔵
さ
ん
に
お
酒

を
お
供
え
し
て
い
た
と
い
う
。 

    

                        
 

酒飲み地蔵 
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●
宝
篋
印
塔 

か
な
り
形
は
変
形
し
て
い
る
が
、
江
戸

時
代
特
有
の
宝
篋
印
塔
が
、
酒
飲
み
地
蔵

の
後
ろ
に
立
っ
て
い
る
。
高
さ
二
百
九
十

cm
、
幅
百
二
十
五
cm
に
お
よ
ぶ
巨
大
な
も

の
で
あ
る
。
宝
篋
印
塔
特
有
の
、
隅
飾
突

起
が
な
く
、
笠
が
変
形
し
、
上
部
の
相
輪

は
す
で
に
な
い
。「
寛
政
八 
丙
辰 

八
月 

万
徳
」（
一
七
九
六
）
と
年
号
が
入
っ
て
い

る
。「
信
州 

高
遠 

石
工 

團
蔵
」
と
石

工
の
銘
も
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
と
対
を
成

す
の
が
、
由
木
の
玉
泉
寺
の
宝
篋
印
塔
で

あ
る
。
こ
れ
に
も
「
石
工 

團
蔵
」
の
銘

が
入
っ
て
い
る
。
年
代
も
「
寛
政
十
」（
一

七
九
八
）
と
刻
ま
れ
て
い
る
。
信
州
高
遠

の
石
工
集
団
が
、
全
国
を
回
っ
て
作
っ
て

い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。「
金
百
疋 

当
谷

新
右
衛
門 

母
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、「
百

疋
」
と
は
金
一
分
で
、
現
在
の
価
値
は
二

百
万
円
ほ
ど
で
あ
る
。 

宝
篋
印
塔
と
は
、
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
と

い
う
お
経
を
埋
め
て
、
そ
の
上
に
建
て
た

石
塔
の
こ
と
で
あ
る
。
本
来
な
ら
ば
、
釈

迦
の
骨
、
舎
利
を
埋
め
て
、
五
重
の
塔
（
イ

ン
ド
で
は
ス
ト
ゥ
ー
パ
と
い
う
）
を
建
て

る
の
だ
が
、
時
代
が
下
る
と
舎
利
も
手
に

入
ら
な
く
な
っ
た
の
で
お
経
で
代
用
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
寺
に
と
っ
て
は
、
塔
が

最
も
重
要
だ
っ
た
と
い
え
る
。 

                  

⑦
堀
之
内
寺
沢
里
山
公
園 

 

堀
之
内
寺
沢
に
、
自
然
の
里
山
を
残
そ

う
と
、
平
成
十
九
年
四
月
開
園
し
た
市
の

公
園
で
あ
る
。
公
園
の
面
積
は
五
・
二
㌶

で
、
栗
林
や
棚
田
な
ど
が
あ
り
、
遊
歩
道

も
完
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
炭
焼
き
小
屋

や
野
菜
園
も
あ
り
、
収
穫
さ
れ
た
物
は
安

く
販
売
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
体
験
農
業

も
出
来
る
よ
う
整
備
さ
れ
て
い
る
。 

 

公
園
の
周
辺
地
区
は
森
林
が
伐
採
さ
れ
、

団
地
と
な
っ
て
い
る
。
里
山
を
残
す
貴
重

な
公
園
と
な
っ
て
い
る
。 

          

堀之内寺沢里山公団管理棟 

宝篋印塔 法華経一千部供養塔 
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●
諏
訪
大
社
の
祠 

 

龍
生
寺
阿
弥
陀
堂
か
ら
古
道
を
通
り
、

保
井
寺
（
ほ
う
せ
い
じ
）
へ
行
く
途
中
の

道
端
に
諏
訪
大
社
を
奉
っ
た
祠
が
建
っ
て

い
る
。
堀
之
内
東
山
も
り
み
の
公
園
入
口

付
近
で
あ
る
。
以
前
は
農
道
の
脇
で
あ
っ

た
が
、
今
は
拡
張
整
備
さ
れ
た
都
市
計
画

道
路
や
分
譲
地
の
中
に
整
然
と
安
置
さ
れ

て
い
る
。 

              

⑧
龍
澤
山

保
井
寺

ほ

う

せ

い

じ 

堀
之
内
五
四
七 

宗
派 

曹
洞
宗 

本
尊 

虚
空
蔵
菩
薩
（
本
堂
） 

 
 

 

如
意
輪
観
音
（
観
音
堂
） 

寺
宝 

尾
形
光
琳
作
と
伝
わ
る
奥
絵 

 
 

 

樹
齢
四
百
年
以
上
の
五
色
椿 

開
山 

本
寺
永
林
寺
四
世
妙
庵
長
銀
尚 

開
基 

井
上
掃
部
之
輔
頼
秀 

開
創 

天
正
年
間
（
一
五
七
三
～
九
二
） 

元
は
鳳
栖
菴
（
ほ
う
せ
い
あ
ん
）
と
称

し
虚
空
蔵
堂
で
あ
っ
た
が
、
天
正
年
間
末

期
に
開
基
の
井
上
頼
秀
が
本
寺
永
林
寺
四

世
を
迎
え
「
井
上
オ
保
ッ
寺
」
即
ち
、「
保

井
寺
」
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。 

本
堂
脇
の
観
音
堂
の
如
意
輪
観
音
は
、

武
相
卯
年
観
音
第
十
二
番
札
所
と
な
っ
て

い
る
。（
十
二
年
に
一
度
卯
年
に
開
帳
）
こ

の
観
音
様
は
乳
の
出
が
良
く
な
る
「
乳
観

音
」
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
山
門
の
両
脇
に
は
二
本
の
椿
が

あ
る
。
一
方
は
樹
齢
五
百
年
と
い
わ
れ
る

古
木
で
日
本
最
大
と
言
わ
れ
て
い
る
五
色

八
重
散
り
椿
で
あ
り
、
も
う
一
方
は
日
本

国
内
で
保
井
寺
の
み
に
咲
く
大
輪
の
八
重

椿
で
保
井
寺
椿
と
い
う
個
別
種
で
あ
る
。

三
月
頃
に
な
る
と
色
鮮
や
か
に
咲
き
、

人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。 

本
堂
裏
の
墓
地
に
は
新
撰
組
の
斎
藤
一

諾
斎
の
墓
と
、
大
石
定
久
（
木
曾
義
仲
の

末
裔
）
の
伴
と
し
て
長
谷
戸
（
堀
之
内
）

に
居
住
し
た
保
井
寺
の
開
基
井
上
掃
部
之

輔
頼
秀
の
子
七
兵
衛
の
墓
が
あ
る
。 

             

保 井 寺 

東山もりみの公園内にある諏訪大社 
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●
観
音
堂 

 

堂
内
に
は
四
百
年
前
の
作
と
い
わ
れ
る

如
意
輪
観
世
音
菩
薩
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

今
か
ら
約
百
年
前
に
町
田
市
小
山
田
の

寺
で
廃
仏
毀
釈
の
た
め
、
壊
さ
れ
る
寸
前

の
と
こ
ろ
を
当
寺
の
住
職
が
愁
い
て
こ
こ

に
安
置
し
た
と
い
う
。
五
十
数
年
前
の
ご

開
帳
の
と
き
、
一
つ
の
手
が
消
失
し
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
十
数
年
後
の
こ
と
、
堀
之

内
を
流
れ
る
寺
沢
川
か
ら
無
傷
で
発
見
さ

れ
た
。
さ
ら
に
、
平
成
十
九
年
四
月
の
法

要
終
了
後
に
両
手
が
は
ず
れ
る
ア
ク
シ
デ

ン
ト
が
起
き
た
が
、
こ
の
度
四
百
年
ぶ
り

に
修
復
が
終
わ
り
、
新
た
に
延
寿
、
安
産
、

除
難
の
観
音
様
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
。 

        

            
●
椿 

 

寺
境
内
に
、
二
本
の
椿
の
古
木
が
あ
る
。

毎
年
三
月
か
ら
四
月
上
旬
に
は
、
五
色
の

八
重
の
花
が
咲
き
誇
る
。
春
の
彼
岸
頃
に

な
る
と
、
お
参
り
を
兼
ね
た
花
見
の
人
達

で
賑
わ
う
。 

 

昔
は
、
椿
の
花
は
首
か
ら
落
ち
る
か
ら

縁
起
が
悪
い
と
い
わ
れ
、
庭
木
と
し
て
植

え
る
こ
と
を
拒
ん
だ
時
期
も
あ
っ
た
。
し

か
し
江
戸
時
代
に
は
、
大
名
な
ど
が
挙
っ

て
椿
を
植
え
、
花
を
競
っ
た
時
期
も
あ
っ

た
。
今
で
は
、
庭
木
や
垣
根
と
し
て
植
え

ら
れ
、
盆
栽
に
し
て
楽
し
む
人
が
増
え
て

い
る
。 

                    

五色八重散り椿 

保井寺椿 樹齢 500 年の五色八重散り椿 

如意輪観世音菩薩 

本 堂 内 
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●
石
造
物 

 

観
音
堂
前
と
梵
鐘
の
脇
に
は
、
普
門
品

（
ふ
も
ん
ぼ
ん
）
供
養
塔
や
三
界
萬
霊
供

養
塔
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。 

 

普
門
品
と
は
、
観
音
経
の
こ
と
で
あ
る
。

法
華
経
の
中
の
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第

二
十
五
」
の
一
章
が
観
音
経
で
あ
る
。 

 

三
界
と
は
、
欲
界
、
色
界
、
無
色
界
の

こ
と
と
い
わ
れ
て
い
る
。
一
般
に
は
、
過

去
、
現
在
、
未
来
の
こ
と
。 

ま
た
、
延
宝
九
年
酉
（
一
六
八
一
）
と

刻
ま
れ
た
庚
申
塔
も
安
置
さ
れ
て
い
る
。

三
百
三
十
年
以
上
も
前
の
庚
申
塔
は
、
市

内
で
も 

珍
し
い
。 

        

           

●
疣
取
り
地
蔵 

 
疣
取
り
様
は
全
国
に
沢
山
あ
る
。
八
王

子
で
も
数
カ
所
見
う
け
ら
れ
る
。
保
井
寺

の
疣
取
り
地
蔵
は
江
戸
期
の
も
の
と
い
わ

れ
、
十
四
躰
の
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
の

は
全
国
で
も
珍
し
い
。
疣
は
、
お
も
に
不

清
潔
か
ら
手
足
の
皮
膚
に
突
起
し
た
塊
が

出
来
る
も
の
で
あ
る
。
原
因
の
多
く
が
ウ

ィ
ル
ス
で
あ
る
。
昔
、
こ
の
村
で
疣
が
大

流
行
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
村
人
は
小
さ

な
俵
に
小
豆
を
包
み
お
供
え
を
し
、
疣
取

り
を
祈
願
し
た
と
い
う
。 

                        

疣取り地蔵 

観音堂前の庚申塔など 

普門品（ふもんぼん） 
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●
井
上
七
兵
衛
の
墓 

井
上
七
兵
衛
と
は
保
井
寺
の
開
基
井
上

頼
秀
の
子
で
天
文
七
年
（
一
五
三
八
）
、
大

石
定
久
の
伴
と
し
て
堀
之
内
長
谷
戸
に
居

住
し
た
と
あ
る
。
事
の
真
相
は
わ
か
ら
な

い
が
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
関
ヶ
原
の

戦
い
の
た
め
徳
川
家
康
は
農
民
に
重
い
年

貢
を
課
し
た
。
翌
四
年
（
一
五
九
九
）
七

兵
衛
は
年
貢
に
苦
し
む
領
民
を
見
か
ね
て

由
木
十
五
ヶ
村
の
各
代
表
を
別
所
の
薬
師

堂
に
集
め
小
嶋
河
内
と
共
に
「
田
畑
の
御

縄
改
め
」
を
願
い
出
る
話
合
い
を
し
た
が
、

落
合
村
の
河
井
豊
後
が
裏
切
り
、
惣
百
姓

と
相
談
し
連
判
状
の
差
し
戻
し
を
申
し
出

た
。
こ
の
た
め
、
七
兵
衛
と
河
内
は
猿
丸

山
で
打
ち
首
に
さ
れ
殿
ヶ
谷
戸
の
松
林
に

首
を
晒
さ
れ
た
。
二
日
後
に
寺
沢
弥
七
、

又
の
名
を
槍
持
ち
の
弥
兵
衛
が
刑
場
か
ら

遺
体
と
晒
さ
れ
た
首
を
密
か
に
保
井
寺
に

運
び
、
境
内
に
埋
葬
し
領
民
と
共
に
懇
ろ

に
供
養
し
た
と
伝
わ
っ
て
い
る
。 

  

           

●
斎
藤
一
諾

さ
い
と
う
い
ち
だ
く

斎さ

い

の
墓 

斎
藤
一
諾
斎
と
は
幕
末
の
僧
呂
で
新
撰

組
に
入
隊
し
、
後
に
多
摩
郡
中
野
村
（
八

王
子
市
東
中
野
）
に
定
住
し
教
員
と
な
る
。

僧
名
を
秀
全
と
い
う
。
文
化
十
年
（
一
八

一
三
）
幕
臣
、
鈴
木
伴
次
郎
重
斯
の
次
男

と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
、
幼
児
か
ら
仏
門

に
入
り
、
諸
所
の
寺
で
修
行
し
た
。
幕
末

期
に
甲
斐
国
（
山
梨
県
）
都
留
郡
強
瀬
村

全
福
寺
の
住
職
と
な
っ
た
。
慶
応
三
年
（
一

八
六
七
）
十
月
、
五
十
四
歳
の
と
き
新
撰

組
隊
士
募
集
に
応
じ
入
隊
、
京
に
上
っ
て

局
長
付
と
な
っ
た
。 

 

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
一
月
（
九
月

八
日
に
明
治
と
改
元
）
鳥
羽
伏
見
戦
を
経

て
甲
府
に
向
か
う
と
き
勝
沼
の
戦
い
で
一

番
活
躍
を
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

後
土
方
歳
三
と
共
に
宇
都
宮
・
会
津
と
転

戦
し
た
が
仙
台
で
新
政
府
軍
に
降
伏
。
明

治
三
年
（
一
八
七
〇
）
多
摩
郡
中
野
村
の

全
住
院
に
む
か
え
ら
れ
、
大
塚
観
音
堂
に

寺
子
屋
を
開
き
地
域
の
教
育
に
あ
た
っ
た
。 

病
気
の
た
め
甲
州
の
正
覚
寺
の
住
職
に

転
じ
、
余
生
を
過
ご
し
て
い
た
が
、
一
諾

斎
の
開
い
た
寺
子
屋
が
明
治
六
年
（
一
八

七
三
）
生
蘭
学
舎
（
八
王
子
市
立
、
由
木

東
小
学
校
）
と
な
っ
た
の
を
機
に
再
び
中

野
の
地
に
迎
え
ら
れ
、
由
木
地
域
の
教
育

に
あ
た
っ
た
。 

明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
十
二
月
十
八

日
六
十
二
歳
で
病
没
。 

 

明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
大
塚
観
音

堂
境
内
に
は
か
つ
て
斎
藤
一
諾
斎
を
師
と

仰
ぎ
少
年
時
代
に
恩
恵
を
受
け
た
人
々
、

後
に
民
権
家
と
し
て
活
躍
し
た
林
副
重
、

井
上
隆
治
、
由
木
芳
三
郎
な
ど
十
名
に
よ

井上七兵衛の墓 
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っ
て
斎
藤
一
諾
斎
の
顕
彰
の
碑
が
建
立
さ

れ
た
。 

尚
、
観
音
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
十
一

面
観
音
像
は
鎌
倉
初
期
の
作
で
東
京
都
指

定
文
化
財
と
な
っ
て
い
る
。 

                  

●
金
毘
羅
大
権
現 

金
毘
羅
と
は
、
薬
師
如
来
の
十
二
神
将

の
筆
頭
の
宮
比
羅
（
く
び
ら
）
大
将
を
指

す
。
宮
比
羅
大
将
は
、
ガ
ン
ジ
ス
川
に
住

む
ワ
ニ
、
ク
ン
ビ
ー
ラ
の
こ
と
で
、
そ
れ

が
水
神
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

今
か
ら
二
百
四
十
年
前
、
讃
岐
の
金
毘

羅
山
に
詣
で
る
の
が
大
変
な
の
で
、
こ
の

山
中
に
祀
っ
た
と
い
う
。
墓
地
の
頂
上
に

は
弓
を
構
え
た
宮
比
羅
大
将
の
ブ
ロ
ン
ズ

像
が
立
っ
て
い
る
。
金
毘
羅
大
権
現
は
日

本
で
は
、
海
上
交
通
の
守
り
神
と
し
て
船

乗
り
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
辺
り

で
は
、
相
模
川
か
多
摩
川
の
水
運
に
関
係

す
る
信
者
が
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
金

毘
羅
名
の
神
社
は
全
国
に
六
百
社
あ
る
。 

       

           

⑨
大
正
炭
焼
窯 

愛
宕
神
社
へ
の
参
道
の
途
中
の
一
画
は

「
里
山
農
業
ク
ラ
ブ
」
で
、
す
ぐ
近
く
に

は
大
正
時
代
か
ら
あ
る
炭
焼
窯
が
あ
る
。 

愛
宕
神
社
の
裏
山
か
ら
採
っ
た
山
砂
土
で

作
ら
れ
た
と
い
う
。
焼
か
れ
た
炭
は
、
盛

ん
だ
っ
た
養
蚕
室
の
暖
房
な
ど
に
使
わ
れ

て
い
た
。
今
は
、
里
山
を
荒
ら
す
竹
を
焼

い
て
、
竹
炭
と
竹
酢
液
を
作
っ
て
い
る
。

竹
炭
は
水
や
空
気
の
浄
化
用
に
、
竹
酢
液

は
害
虫
予
防
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
る
。 

現
在
は
整
備
が
進
ん
で
い
る
。 

如意輪観音札 

金毘羅大権現 

金毘羅大権現 

斎藤一諾斎の墓 
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⑩
堀
之
内
の

愛
宕
神
社 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

堀
之
内
二
号
の
二
五
三 

祭
神 

迦
具
土
神
（
か
ぐ
つ
ち
の
か
み
） 

例
祭 

八
月
三
十
日 

創
建 

不
詳 

保
井
寺
裏
の
小
高
い
丘
陵
の
中
腹
に
建

つ
小
さ
な
神
社
で
慶
長
元
年
（
一
五
九
六
）

八
月
二
十
四
日
社
殿
を
造
営
さ
れ
た
と
あ

る
。
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
に
新
し
く

再
建
さ
れ
た
と
な
っ
て
い
る
が
、
神
社
に

ま
つ
わ
る
由
緒
や
記
録
は
な
い
。 

「
八
王
子
発
見
（
中
島
善
弥
著
）
」
に
よ
る

と
「
石
の
階
段
を
上
る
と
途
中
右
側
に
才

の
神
を
祀
り
、
石
棒
な
る
も
の
三
個
並
列

し
て
い
る
。
社
殿
前
に
狛
犬
な
ら
ぬ
狐
体

を
し
た
石
造
物
二
基
、
小
谷
田
甚
五
郎
、

石
燈
籠
は
古
く
小
谷
田
与
左
衛
門
と
彫
ら

れ
て
い
る
」
と
あ
る
。 

社
殿
の
周
り
は
手
入
れ
が
良
く
、
地
元

の
信
仰
が
厚
い
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。 

   

●
小
さ
な
山
の
上
の
神
社 

山
の
上
の
神
社
は
、
京
都
の
愛
宕
神
社

か
ら
発
生
し
た
火
伏
の
神
へ
の
信
仰
で
あ

る
。
こ
の
信
仰
は
、
全
国
に
千
社
ほ
ど
あ

る
将
軍
地
蔵
を
本
地
仏
と
し
、
江
戸
時
代

修
験
者
に
よ
り
全
国
へ
伝
え
ら
れ
た
。
秋

葉
神
社
も
火
伏
の
神
を
祀
っ
て
い
る
。
火

事
は
よ
ほ
ど
怖
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
こ

に
は
ス
リ
ム
で
女
性
的
な
常
夜
燈
（
燈
籠
）

が
建
っ
て
い
る
。「
慶
応
元 

丑 

八
月
吉

日
」
（
一
八
六
五
）
と
刻
ま
れ
て
い
る
。 

            

かつての大正炭焼
窯 

愛宕神社鳥居 
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⑪
馬
に
関
す
る
公
園 

 

愛
宕
神
社
か
ら
南
へ
下
り
、
野
猿
街
道

の
駐
在
所
前
を
越
え
る
と
、
洗
馬
川
公
園

が
あ
る
。
さ
ら
に
大
栗
川
の
番
場
橋
を
渡

る
と
番
（
馬
）
場
公
園
に
出
る
。
ま
た
堀

之
内
バ
ス
停
と
大
栗
川
の
中
間
に
引
切
公

園
が
あ
る
。
こ
の
三
ケ
所
の
公
園
は
、
昔

か
ら
馬
に
関
係
し
た
場
所
と
い
わ
れ
て
い

る
。 

 

引
切
（
ひ
っ
き
り
）
公
園
は
、
山
か
ら

切
り
出
し
た
材
木
を
馬
で
川
ま
で
運
び
、

筏
に
組
み
多
摩
川
を
経
て
江
戸
城
ま
で
運

ん
だ
と
い
う
。
そ
の
他
に
も
諸
説
が
あ
る
。 

 

洗
馬
川
公
園
は
、
汚
れ
た
馬
を
大
栗
川

の
水
で
洗
い
流
し
た
所
と
い
う
。 

 

番
（
馬
）
場
公
園
は
、
馬
の
放
牧
場
、

馬
の
競
り
市
場
、
ま
た
馬
を
束
ね
る
場
所

だ
っ
た
と
い
う
説
な
ど
が
あ
る
。 

 

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
三
ケ
所
は
大
栗

川
の
辺
り
に
名
前
と
し
て
残
っ
て
い
る
。 

こ
の
地
区
で
は
馬
が
重
要
な
役
割
を
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る 

 

                        

本 殿 内 堀之内愛宕神社と 
スリムで女性的な常夜燈 

堀之内番場公園 洗馬川公園 
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◎
参
考
資
料 

・
八
王
子
市
史 

 
 

 

八
王
子
市
役
所 

・
八
王
子
辞
典 

・
八
王
子
寺
院
め
ぐ
り 

・
埋
蔵
文
化
セ
ン
タ
ー
パ
ン
フ
レ
ッ
ト 

・
歴
史
と
浪
漫
の
散
歩
道 八

王
子
郷
資
料
館 

・
八
王
子
発
見 

 
 

中
島
善
弥 

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
各
ペ
ー
ジ 

・
八
王
子
市
郷
土
資
料
館
資
料 

・
八
王
子
市
地
図 

・
八
王
子
市
観
光
マ
ッ
プ 

・
昭
文
社 

          

             

引切公園 


